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LPIC（ Li 技術者認定試験）の概要LPIC（ Linux技術者認定試験）の概要
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LPICとは？

LPIC（Linux技術者認定試験)は､特定非営利活動法人/Linux技術者認定
機関「LPI」（本部：カナダ）が実施している全世界共通の統合的かつ最
高品質のLinux技術者認定資格です｡

３つの特徴３つの特徴

GLOBAL : 世界標準資格
世界共通基準で認定を行っており、150カ国以上の方々に受験されています。

NEUTRAL : 中立・公正
LPICはベンダーやディストリビューションに全く依存せず、常に中立公正な立場で、より幅広い
見地からLinux技術力を評価しています。

STANDARD : 世界最大規模
LPICは2011年4月末には、全世界で28万人以上が受験し、10万人以上の認定者が生まれて
います。これはLinux技術者認定試験では世界最大です。
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注目度

「営業効果の高い上位20資格」や「受験費用・講習代などの経費を補助
している上位20資格」で上位にランキング（日経ソリューションビジネス調査）

さまざまな業種の受験者層
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LPIC試験の構成

3段階のレベル分けがされており、レベル1試験が入り口の位置づけと
なっている。
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各レベルのおおよそのイメージ

レベル１
Linuxホストについて一通りの操作ができる。

101【Linux一般１】：基本的なコマンドの使い方など。

102【Linux一般２】：システム管理的な操作など。
2科目とも合格すると、
レベル1認定

レベル２
全般的なサーバー構築・管理などの操作ができる。全般的なサ バ 構築 管理などの操作ができる。

レベル３
特定の分野について特化した知識を身につけている。
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レベル１試験

101試験

主題101：システムアーキテクチャ

主題102：Linuxのインストールとパッケージ管理

主題103：GNUとUnixのコマンド

主題 デバイ イ シ テム イ シ テム階層標準主題104：デバイス、Linuxファイルシステム、ファイルシステム階層標準

102試験

主題105：シェル スクリプト およびデータ管理主題105：シェル、スクリプト、およびデータ管理

主題106：ユーザインターフェイスとデスクトップ

主題107：管理業務

主題108：重要なシステムサービス

主題109：ネットワークの基礎

主 キ主題110：セキュリティ

※公式サイトURL
http://www.lpi.or.jp/lpic1/range/
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ver. 3.5試験

2012年10月からver.3.5試験

追加された項目

systemd, upstart （主題101）

LVM, grub2（主題102）

ext4（主題104）

IPv6（主題109）

削除された項目削除された項目

LILO（主題102）
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受験するに当たって受験する 当た
-学習環境の準備-
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LPIC試験の出題形式

CBT（Computer Bases Testing）試験

出題形式

単一選択

複数選択

記入
記入問題は、「うろ覚え」だと対応できない

実習環境を用意して、実際に使いながら学実習環境を用意 、実際 使 な ら学
習すると効果的！
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受験するに当たって –学習環境の準備–

想定される学習環境

実機環境 手間

かかる

仮想環境

テキストでのみ学習
簡単
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受験するに当たって –学習環境の準備–

仮想環境導入のメリット

既存のOS環境をそのまま利用して、Linux環境を構成することができる。

複数の環境を容易に利用することができる。

環境を破壊するような操作を試みることもできる。

テキストの付録などを利用し 手軽に環境を構築することができるテキストの付録などを利用し、手軽に環境を構築することができる。

仮想環境導入の留意点

仮想マシンを立ち上げる程度のマシンスペックを必要とする。
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仮想環境（VMWare Player）の導入

VMWare
http://www.vmware.com/jp/

© LPI-Japan 2013. All rights reserved. 14



仮想マシンの作成

[新規仮想マシンの作成]
からインスト ルを行う場合に利用一からインストールを行う場合に利用。

[仮想マシンを開く]
既存の仮想マシン環境が存在する場合
に利用。
※テキストによっては付録で仮想マシン
環境を用意してくれているものもある。環境を用意してくれているものもある。
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仮想マシンの作成

[後でOSをインストール]を選択
[インストーライメージファイル]を選択
し 簡易インスト ル機能を利用するし、簡易インストール機能を利用する
こともできるが、自動的にインストール
処理が実行されるため、インストール

ズ構成をカスタマイズできない。
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Linuxのインストール

各ディストリビューションのインストールイメージ（iso）ファイルを入手。

インストールイメージファイルをマウントし、仮想ホストを起動。

インストーラが起動するので、セットアップを実行。

CentOS公式サイトCentOS公式サイト

http://www.centos.org/
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ディストリビューションとは？

Linuxとは？

狭義（本来）の意味ではカーネル

広義の意味ではOS全般

•OSとしての配布形態

•様々な組織等が様々なディストリビューションを提供し
ているている。

•RedHat系ディストリビューション

•Red Hat Enterprise Linux
•Fedora
•CentOS

•Debian系ディストリビューションDebian系ディストリビュ ション

•Debian Linux
•Ubuntu Linux

など
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Linuxのインストール

成 ジ作成したホストのイメージを選択し、

[仮想マシン設定の編集]をクリック

ホストの設定画面で、CD/DVDを選択し、
[ISOイメージファイルを使用する]をチェッ

© LPI-Japan 2013. All rights reserved. 19

[ISOイメ ジファイルを使用する]をチェッ
クし、入手したISOイメージファイルを選択



実行環境

GUI環境で実行

ssh

teratermなどのターミナルソフトを
使って接続

CUI環境で実行

© LPI-Japan 2013. All rights reserved. 20
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試験のポイントの前に試験のポイントの前に
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基本操作

[user@localhost ~]$ ls     –l       /etc
プロンプト コマンド オプション 引数

プロンプト ログインしているユーザー名やホスト名、
カレントとなっているディレクトリを表示

コマンド 実行するコマンドを指定コマンド 実行するコマンドを指定

オプション 必要に応じて、オプションを設定し、コマ
ンドの挙動を変えることができる

引数 必要に応じて、引数を設定し、コマンド実
行時に値を渡すことができる行時に値を渡すことができる。
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ディレクトリについて

ディレクトリ

ファイルを格納する「入れ物」。

Windowsの「フォルダ」

ディレクトリ操作に関する主なコマンドィ リ操作 関す

ls ディレクトリの一覧を表示

pwd カレントディレクトリを表示pwd カレントディレクトリを表示

cd カレントディレクトリを変更

mkdir ディレクトリを作成ディ クトリを作成

例）/etcディレクトリの内容を表示
[root@localhost ]# ls /etc[root@localhost ~]# ls /etc
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カレントディレクトリ

カレントディレクトリ

ユーザーの作業領域となるディレクトリ

ディレクトリやファイルの指定の基準とすることができる

例）
カレントディレクトリが/etcの場合、/etcディレクトリの内容を表示

[root@localhost etc]# ls /etc
[root@localhost etc]# ls[ @ ]

カレントディレクトリが/etcであるため、ディ
レクトリの指定を省略することができる。
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ファイルシステムの基本

/ （ルート）

/etc/etc
/etc/inittab

/home/home

/home/user/home/user
/root
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/root



LPICレベル1
試験のポイント試験のポイント
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101試験のポイント

主題101 : システムアーキテクチャ

主題102 : Linuxのインストールとパッケージ管理

主題103 : GNU / UNIXコマンド

主題104 : デバイス、Linuxファイルシステム、ファイルシステム階層標
準
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主題101 : システムアーキテクチャ

101.1 ハードウェア設定の決定と構成

101.2 システムのブート

101.3 ランレベルの変更とシステムのシャットダウンまたはリブート
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ランレベルの設定

ランレベルとは？
Linuxシステムの稼働状態を表す。

init 3 ランレベルの変更
telinit 5
runlevel 現在稼働しているランレベルの表示runlevel 現在稼働しているランレベルの表示

/etc/inittab initの設定ファイル・デフォルトのランレベルの設定

CentOSのランレベルラ

ランレベル 説明

0 システムの停止0 システムの停止

1 シングルユーザーモード

3 マルチユーザーモード（CUI）3 マルチユ ザ モ ド（CUI）
5 マルチユーザーモード（GUI）
6 システムの再起動

© LPI-Japan 2013. All rights reserved. 29

6 システムの再起動



主題102 : Linuxのインストールとパッケージ管理

102.1 ハードディスクのレイアウト設計

102.2 ブートマネージャのインストール

102.3 共有ライブラリを管理する

102.4 Debianパッケージ管理を使用する

102.5 RPMおよびYUMパッケージ管理を使用する
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grub

Linuxで一般的に使われているブートローダー

ver 3.5試験ではgrub Legacyとgrub 2の両方が出題g g y g

grub Legacy

設定ファイル：/boot/grub/menu.lst

grub 2

設定ファイル：/boot/grub/grub.cfg
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パッケージ管理形式

Linuxディストリビューションでは、アプリケーションをパッケージという単位

で、管理している。

ぞ ポそれぞれのパッケージ管理形式で、インターネット上のリポジトリからパッ
ケージを入手できる機能が用意されている。

パッケージ管理
形式

コマンド ファイル形式 設定ファイル

RPM形式 rpm, yum ～.rpm /etc/yum.conf
/etc/yum.repos.d/

Debian形式 dpkg, apt-get,
dpkg-reconfigure

～.deb /etc/apt/sources.list

要チェック！

rpm, dpkgについてはオプションまで
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yumによるパッケージの導入例

102試験の範囲を学習する際に、必要なパッケージをインストール。

yum groupinstall “X Window System” 主題106
X環境の学習で

yum groupinstall “Desktop”
X環境の学習で
利用

yum groupinstall “PostgreSQL Database server”

yum install ntp

主題105
SQLコマンドの学習で利用

主題108yum install ntp 主題108
NTPの学習で利用
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主題103 : GNU / UNIXコマンド

103.1 コマンドラインで操作する

103.2 フィルタを使ってテキストストリームを処理する

103.3 基本的なファイル管理を行う

103.4 ストリーム、パイプ、リダイレクトを使う

103.5 プロセスを生成、監視、終了する

103.6 プロセスの実行優先度を変更する

103.7 正規表現を使用してテキストファイルを検索する

103.8 viを使って基本的なファイル編集を行う
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ファイルの参照・編集

cat, head, tail
ファイルの内容を参照 要チェック！

il f / /l /

vi
viエディタでファイルを編集

tail –f /var/log/secure

viエディタでファイルを編集

vi /etc/inittabvi /etc/inittab

:wq, ZZ, :q!

vi /etc/inittabコマンドモード

i a oesc

入力モード

i, a, oesc
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正規表現の活用

記号などの特殊文字を利用し、文字列パターンを表現する手法

grepやsedなどと併用し、条件に合致した、もしくは合致しない行だけで抽出して、表
示できる示できる。

例＞
[root@localhost ~]# grep -v "^#" /etc/httpd/conf/httpd.conf
[ t@l lh t ]# "^#" / t /htt d/ f/htt d f | "^$"[root@localhost ~]# grep -v "^#" /etc/httpd/conf/httpd.conf | grep -v "^$"

記号 意味

. 任意の一文字

* 直前の文字の０回以上の繰り返し

^ 行頭

$ 行末
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主題104 : デバイス、Linuxファイルシステム、FHS

104.1 パーティションとファイルシステムの作成

104.2 ファイルシステムの整合性を保持する

104.3 ファイルシステムのマウントとアンマウントをコントロールする

104.4 ディスククォータを管理する

104.5 ファイルのパーミッションと所有者を管理する

104.6 ハードリンクとシンボリックリンクを作成・変更する

104.7 システムファイルを見つける、適切な位置にファイルを配置する
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デバイスファイル

/dev/hda

•hd : IDE形式のディスク

hd プライマリマスタ に接続•hda : プライマリマスターに接続

•hdb : プライマリスレーブに接続

•hdc : セカンダリマスターに接続

•hdd : セカンダリスレーブに接続

•sd : SCSI, USBなどの形式のディスク

•sda : 1台目のディスク台目のディ ク

•sdb : 2台目のディスク
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ファイルシステムとデバイスファイル

/ （ルート） /dev/hda1

/etc/etc

/dev/hdb1/home /dev/hdb1

/home/user

/root

© LPI-Japan 2013. All rights reserved. 39



ファイルシステムの利用とマウント

1. mkdir /test

2. fdisk /dev/sdb/ /

3. mkfs –t ext4 /dev/sdb1

4. mount –t ext4 /dev/sdb1 /test

1 ウ ポ 作成1. マウントポイントの作成

2. パーティションの設定

3 フ イルシステムの作成（フォ マ ト）3. ファイルシステムの作成（フォーマット）

4. マウント
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アクセス権（パーミッション）

[root@localhost ~]# ls -l sample.txt

-rw-r----- 1 root users 26 12月 9 22:52 sample.txt

アクセス権 所有者 所有グループ

-rw-r-----
r 4 読み取り

w 2 書き込み６４0
所有者 グループ その他

書 込

x 1 実行

chmodコマンドの例

chmod 640 sample.txt

chmod o+r sample.txt
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102試験のポイント

主題105 : シェル、スクリプト、およびデータ管理

主題106 : ユーザーインターフェースとデスクトップ

主題107 : 管理業務

主題108 : 重要なシステムサービス

主題109 : ネットワークの基礎

主題110 : セキュリティ
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主題105 : シェル、スクリプト、およびデータ管理

105.1 シェル環境のカスタマイズと使用

105.2 簡単なスクリプトをカスタマイズまたは作成する

105.3 SQLデータ管理
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シェルスクリプトの実行

テキストファイルの中にコマンドを記述しておき、これをまとめて実行す
ることができる。

[root@localhost ~]# cat useradd.sh
#!/bin/bash

シェルスクリプトの先頭行にはシェル
の実行パスを指定

useradd $1
passwd $1

$1はシェルスクリプト実行時の引数。

引数で指定されたユーザーを登録す
ると共にパスワードを設定する

[root@localhost ~]# chmod a+x useradd.sh
[root@localhost ~]# ./useradd.sh test02

スクリプトには実行権限を与え
る

カレントディレクトリに存在する
スクリプトを実行する場合、./
スクリプト名と記述
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シェルスクリプトの作成に必要な知識

変数
変数名=値
$変数名で値を参照することができる$変数名で値を参照することができる
特殊な変数

- $1, $2 … : 引数
- $# ：引数の数$ 引数 数

testコマンド、[]
条件を設定し、true、falseを返す

数値による条件数値による条件
- 値１ –eq 値２：値１と値２が等しい
- 値１ –nq 値２：値１と値２が等しくない
- 値１ –ge 値２：値１が値２以上

値 値 値 が値 より大き- 値１ –gt 値２：値１が値２より大きい
- 値１ –le 値２：値１が値２以下
- 値１ –lt 値２：値１が値２より小さい

ファイル属性による条件ファイル属性による条件
- -f ファイル：ファイルが存在する
- ファイル1 -nt ファイル2：ファイル1がファイル2より新しい
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制御構文

if文：条件分岐
if 条件式if 条件式
then

true（真）の場合の処理→条件に合致した場合の処理
lelse
false（偽）の場合の処理→条件に合致しなかった場合の処理

fi

case文：条件分岐（複数の処理）
case 変数名 in 

値1) 処理1 ;;
値2) 処理2 ;;値2) 処理2 ;;
*) 上記の値以外の場合の処理 ;;

esac
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if文のサンプル

テキストファイルの中にコマンドを記述しておき、これをまとめて実行す
ることができる。

[root@localhost ~]# cat useradd2.sh

#!/bin/bash

if [ $# –eq 1 ]

then

useradd $1

passwd $1

else

echo "引数を正しく指定してください"

fifi

[root@localhost ~]# ./useradd2.sh
引数を正しく指定してください

$1の条件分岐の対象として利用。１つ指定さ
れたときに限り、useradd、passwdコマンドを
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制御構文

for文：値リストを利用した繰り返し処理for文：値リストを利用した繰り返し処理
for 変数名 in 値リスト
do

値リストの値に対する処理値リストの値に対する処理
done

while文：条件を指定した繰り返し処理
while 条件式
do

条件に合致している限り繰り返す処理
donedone
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for文のサンプル

[root@localhost ~]# cat fortest.sh

#!/bin/bash/ /

for var in aaa bbb

do

echo $var

done

[root@localhost ~]# cat fortest2.sh

#!/bi /b h#!/bin/bash

for fileName in *.sh

ddo

cp $fileName $fileName.bak

done
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readコマンド

スクリプト内で対話式に入力を求めることができる。

例＞
[root@localhost ~]# cat useradd2.sh

#!/bin/bash

echo "ユ ザ 名を入力してください"echo ユーザー名を入力してください

read username

useradd $username

passwd $username

[root@localhost ~]# ./useradd2.sh

ユーザー名を入力してくださいユ ザ 名を入力してください

test02

Changing password for user test02.

N UNIX dNew UNIX password:

BAD PASSWORD: it is based on a dictionary word

Retype new UNIX password:
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yp p

passwd: all authentication tokens updated successfully.



seqコマンド

連続した数値を生成するコマンド

例＞
[root@localhost ~]# seq 5

1

22

3

4

5

引数が１つ

例＞seq 5

１から引数の値までの連続し
た数値を出力例＞seq 5 た数値を出力

引数が２つ

例＞seq 3 5

引数１から引数２までの連続し
た数値を出力例＞seq 3 5

引数が３つ

例＞seq 1 2 9

引数１から引数３までの連続し
た数値を、引数２を増減値とし
て出力
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主題106 : ユーザーインターフェースとデスクトップ

106.1 X11のインストールと設定

106.2 ディスプレイマネージャの設定

106.3 アクセシビリティ
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X環境の確認

[root@localhost ~]# vi /etc/inittab

デ ベid:5:initdefault: →デフォルトのランレベル

[root@localhost ~]# startx

CentOS 6などの場合、以下の構文で実行場 、 構 実

LANG=ja_JP.UTF-8 startx
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支援技術

© LPI-Japan 2013. All rights reserved. 54



支援技術
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主題107 : 管理業務

107.1 ユーザアカウント、グループアカウント、および関連するシステム
ファイルを管理する

107.2 ジョブスケジューリングによるシステム管理業務の自動化

107.3 ローカライゼーションと国際化
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ユーザー・グループ関連ファイル

/etc/passwd : ユーザー情報を保存
test01:x:500:600::/home/test01:/bin/bash

ユーザー名

/etc/shadow : パスワード情報を保存
test01:$1$HTUBwjdV$w7YdlKDg/3KRz73D291OF/:14952:0:99999:7:::

GID

/etc/group : グループ情報を保存
sales:x:600:sales:x:600:
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ジョブのスケジューリング（cron）

ジョブのスケジューリング

cron：繰り返し実行。crontabコマンドで設定

[ t@l lh t ]# t b

at：1回だけ実行。atコマンドで設定

ジ ブを追 す[root@localhost ~]# crontab -e
no crontab for root - using an empty one
crontab: installing new crontab

crontabエントリにジョブを追加する。

crontab: installing new crontab
[root@localhost ~]# crontab -l
0 * * * * /root/sample sh

追加したジョブの内容を確認する。

0     /root/sample.sh
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crontabの書式

分 時 日 月 曜日 実行する処理

分 0～59で指定

時 0～23で指定

日 1～31で指定

月 1～12で指定、もしくはjanなど文字列で指定

曜 0 7 指定 0と7が 曜 1が月曜

ワイルドカード 複数の値の指定

曜日 0～7で指定。0と7が日曜日、1が月曜日・・・

ワイルドカ ド、複数の値の指定

0 * * * * → 毎時0分に処理を実行（「分」以外の部分はすべてOK）

0 */2 * * * → 2時間おきに処理を実行

0 22 * * 2,4 →火曜日と木曜日の午後10時に処理を実行
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主題108 : 重要なシステムサービス

108.1 システム時刻を維持する

108.2 システムのログ

108.3 メール転送エージェント(MTA)の基本

108.4 プリンターと印刷を管理する
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時刻設定関連コマンド・サービス

date：システムクロックの表示・設定

hwclock：ハードウェアクロックの表示・設定

ntpdate：NTPサーバーとシステムクロックの同期

ntpd：NTPサーバーサービス。設定ファイルは/etc/ntp.conf

NTPサーバー

ユーザー

d t MMDDhhntpdate サーバー名

システムクロック : date

date MMDDhhmm

Linuxホスト ハードウェアクロック : hwclock r

hwclock –w 
(--systohc)

hwclock –s
(--hctosys)
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Linuxホスト ハードウェアクロック : hwclock -r



NTPサーバーとシステムクロックの同期

NTPサーバー

①ntpdate pool.ntp.org システムクロック : OSが管理している時刻

Linuxホスト ハードウェアクロック : BIOSが管理している時刻

②hwclock -w

ホ ハ ドウェアクロック : BIOSが管理している時刻

要チェック！

※pool.ntp.org
公開NTPサーバーの情報を共有し、ラウン

ドロビンでアクセスさせるプロジェクト
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主題109 : ネットワークの基礎

109.1 インターネットプロトコルの基礎

109.2 基本的なネットワーク構成

109.3 基本的なネットワークの問題解決

109.4 クライアント側のDNS設定
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IPアドレス・ホスト名

ターミナルソフトの利用やNTPサーバとの同期の際、IPアドレス、ホスト
名を指定

TCP/IPを利用した通信では IPアドレスを接続先・接続元のホスト情報TCP/IPを利用した通信では、IPアドレスを接続先 接続元のホスト情報
として利用。

コマンドの実行時など、ホスト名で指定することもできる。その場合、名
前解決という処理が行われ、IPアドレスが取得される。

DNSサーバー

www.lpi.or.jp
に接続

202.218.212.222
202.218.212
.222に接続
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TCP/IP設定

設定項目 コマンド名、ファイル名

IPアドレス、サブネットマスク ifconfig、 ク g
デフォルトゲートウェイアドレス route
DNSサーバーアドレス /etc/resolv.conf

[root@localhost ~]# ifconfig eth0 192.168.120.200 netmask 255.255.255.0
[root@localhost ~]# route add default gw 192.168.120.2[ @ ] g
[root@localhost ~]# cat /etc/resolv.conf

search localdomain
nameserver 192 168 120 2nameserver 192.168.120.2

このほか、出題範囲に含まれる設定ファイル

•/etc/hosts
ローカルな名前解決

•/etc/nsswitch.conf
名前解決の順序などを設定。
（ローカルなhostsファイル→DNSサーバー）
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IPv6

2001 0db8 d d b f f 0000 0000 1234/642001:0db8:dead:beef:cafe:0000:0000:1234/64

プレフィックス インターフェース識別子

ス プの種類 アドレス 用途スコープの種類 アドレス 用途

グローバル 2000::/3 インターネットで一意に利用。IPv4でのグローバル
アドレスに相当。

ユニークローカル fc00::/7 組織内のネットワークで一意に利用。IPv4でのプラ
イベートアドレスに相当。

リンクロ カル fe80::/10 同 ネットワ クで 意に利用 IPv4でのリンクリンクローカル fe80::/10 同一ネットワークで一意に利用。 IPv4でのリンク
ローカルアドレス（APIPAで生成されるアドレス、
169.254.0.0/16）に相当。
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主題110 : セキュリティ

110.1 セキュリティ管理業務を実施する

110.2 ホストのセキュリティ設定

110.3 暗号化によるデータの保護
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ssh

ssh (Secure Shell)
リモートホストに接続するためのプログラム。ネットワーク上を流れるデ
ータは暗号化される。

パスワ ドパスワ ド

telnet remotehost

パスワード：

password
ssh remotehost

パスワード：

$1$HTUBwjdV$w7YdlKD
g

telnetdsshd

localhost remotehost
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ssh認証

ホスト認証 : 接続先のホストのなりすましを防ぐ

クライアント認証 : 信頼できる接続元であるかを確認

公開鍵認証

パスワード認証

暗号化方式

共通鍵方式共通鍵方式
暗号化も復号化も同じ鍵（共通鍵）

公開鍵方式
暗号化と複合化を異なる鍵（公開鍵と秘密鍵）暗号化と複合化を異なる鍵（公開鍵と秘密鍵）
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ssh認証（公開鍵認証）

[root@localhost ~]# ssh-keygen -t dsa

[root@localhost ~]# scp .ssh/id_dsa.pub remotehost:/root

[root@remotehost ~]# cat id_dsa.pub >> .ssh/authorized_keys

[root@localhost ~]# ssh remotehost

[root@remotehost ~]#[root@remotehost ]#

[root@remotehost ~]# vi /etc/ssh/sshd_config

PasswordAuthentication no

hdsshd

localhost remotehost

公開鍵

秘密鍵

公開鍵公開鍵
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参考資料について

Linux標準教科書
詳しくは下記URLで
http://www.lpi.or.jp/linuxtext/text.shtml
発行：エルピーアイジャパン

Linux 教科書 LPICレベル1第5版

発行： ルピ アイジャパン

中島能和 (著) / 濱 野賢一朗 (監修) 
出版社:翔泳社
552ページ
定価3,990円
ISBN- 9784798119311  

LPI認定試験 LPICレベル1 《101/102》リリース3対応
橋本智裕、中島能和（監）
出版社:秀和システム
608ページ
定価2,835円
ISBN- 978-4-7980-2229-1

Linuxクックブック――Linuxを120％使いこなすレシピ集
Carla Schroder 著、林 秀幸 訳
出版社: O'Reilly Japan
444ページ
定価
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定価3,780円
ISBN4-87311-248-6 



『ＬＰＩＣレベル１ ｅラーニング』特別価格のご案内

スキルブレインでは「ＬＰＩＣレベル１（101/201）」ｅラーニング教材を作成しました。
本セミナーを受講された皆様へ特別価格にてご提供いたします。
（アイテック社にてお申込み・配信となります。）（アイテック社にてお申込み 配信となります。）

お申込み時に特別価格となる「クーポンコード」をメールでお送りしますお申込み時に特別価格となる「ク ポンコ ド」をメ ルでお送りします。

ご希望の方はinfo@skillbrain.co.jpへタイトルに「クーポンコード希望」と

メールをお送り下さい。

※こちらから無料体験デモをご覧頂けます。https://www.itec.ne.jp/cms/login/index.php

© LPI-Japan 2013. All rights reserved. 72



質疑応答についてはお気軽にお声掛けください。

ご清聴ありがとうございました。
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